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ハイ・イールド ボンド オープン 

Aコース／Bコース 
運用報告書(全体版) 

 
第54期（決算日2022年３月28日） 

 
作成対象期間（2021年９月29日～2022年３月28日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 1995年３月29日から2025年３月28日までです。 

運 用 方 針 

主としてハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド受益証券に投資し、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行ない
ます。 
実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジにより為替変動
リスクの低減を図ることを基本とします。 

実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。 

主な投資対象 

ハイ・イールド ボンド オープン 
Aコース／Bコース 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、債券に
直接投資する場合もあります。 

ハイ・イールド ボンド オープン 
マザーファンド 

米国の米国ドル通貨表示の高利回り事業債（ハイ・イールド・ボンド）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ハイ・イールド ボンド オープン 
Aコース／Bコース 

株式への投資は転換社債を転換したもの等に限り、株式への実質投資割合は信託財産の純資産総額
の30％以内とします。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

ハイ・イールド ボンド オープン 
マザーファンド 

株式への投資は転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資割合は信託財産の純資産総額の
30％以内とします。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
決算時に繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、元本部分と
同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

50期(2020年３月30日) 7,010 70 △13.2 257.55 △12.1 － 90.6 － 1,219 

51期(2020年９月28日) 7,802 135 13.2 295.27 14.6 － 95.0 － 1,336 

52期(2021年３月29日) 8,170 140 6.5 313.53 6.2 － 97.0 － 1,345 

53期(2021年９月28日) 8,292 140 3.2 325.69 3.9 － 92.8 － 1,328 

54期(2022年３月28日) 7,697 120 △ 5.7 308.21 △ 5.4 － 98.5 － 1,202 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ ベンチマーク（＝ICE BofA US High Yield, Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Index（円ヘッジベース））は、ICE BofA US High Yield, Cash 

Pay, BB-B Rated, Constrained Indexをもとに、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。 

＊ ベンチマークは設定時を100として指数化しています。 

（出所）ブルームバーグ、（出所および許可）ICE Data Indices, LLC 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2021年９月28日 8,292 － 325.69 － － 92.8 － 

９月末 8,277 △0.2 324.99 △0.2 － 93.7 － 

10月末 8,245 △0.6 324.35 △0.4 － 94.2 － 

11月末 8,150 △1.7 321.26 △1.4 － 92.9 － 

12月末 8,289 △0.0 326.85 0.4 － 93.2 － 

2022年１月末 8,039 △3.1 317.12 △2.6 － 95.0 － 

２月末 7,961 △4.0 313.70 △3.7 － 94.4 － 

(期  末)        

2022年３月28日 7,817 △5.7 308.21 △5.4 － 98.5 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

50期(2020年３月30日) 6,318 150 △12.0 605.77 △11.2 － 93.5 － 3,308 

51期(2020年９月28日) 6,890 150 11.4 682.30 12.6 － 95.7 － 3,543 

52期(2021年３月29日) 7,517 140 11.1 755.96 10.8 － 96.0 － 3,759 

53期(2021年９月28日) 7,726 140 4.6 796.81 5.4 － 91.6 － 3,726 

54期(2022年３月28日) 7,878 140 3.8 832.30 4.5 － 95.3 － 3,644 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ ベンチマーク（＝ICE BofA US High Yield, Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Index（円換算ベース））は、ICE BofA US High Yield, Cash 

Pay, BB-B Rated, Constrained Indexをもとに、当社が独自に円換算したものです。 

＊ ベンチマークは設定時を100として指数化しています。 

（出所）ブルームバーグ、（出所および許可）ICE Data Indices, LLC 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 新株予約権付社債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2021年９月28日 7,726 － 796.81 － － 91.6 － 

９月末 7,771 0.6 801.43 0.6 － 91.9 － 

10月末 7,861 1.7 812.57 2.0 － 93.8 － 

11月末 7,776 0.6 805.75 1.1 － 93.1 － 

12月末 8,001 3.6 829.36 4.1 － 92.5 － 

2022年１月末 7,791 0.8 807.82 1.4 － 94.1 － 

２月末 7,722 △0.1 800.08 0.4 － 94.4 － 

(期  末)        

2022年３月28日 8,018 3.8 832.30 4.5 － 95.3 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「新株予約権付社債（転換社債）組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質

比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年９月28日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） ベンチマークは、ICE BofA US High Yield, Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Index（円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首

（2021年９月28日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
基準価額は当作成期首の8,292円から当作成期末には7,697円となりました。 
 

・2021年12月に、新型コロナウイルスのオミクロン株は重症化リスクが低いとの調査結果など
を受けて、米景気への悪影響は限られるとの見方が広がったことなどから、ハイ・イールド・
ボンドの価格が上昇したこと 

・2022年１月に、FRB（米連邦準備制度理事会）による金融引き締めへの警戒感や、原油高を
きっかけにインフレ懸念が一段と強まり、米長期金利が高水準となったことなどから、ハ
イ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・２月～３月に、FRBが金融引き締めを急ぐとの見方が広がり、米長期金利が上昇したこと、
ウクライナ情勢の緊迫化を背景にリスク回避の動きが強まったことなどを受けて、ハイ・
イールド・ボンドの価格が下落したこと   



品 名：90001_140159_140160_054_02_ハイ・イールド ボンド オープン A コース／B コース_909270.docx 

日 時：2022/4/21 9:42:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額（分配金込み）の騰落率は－5.7％と

なり、ベンチマーク（ICE BofA US High Yield, 

Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Index（円ヘッ

ジベース））の－5.4％を0.3ポイント下回りまし

た。主な差異の要因は、BB格の銘柄選択効果が

マイナスに作用したことなどです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金は、投資している債券から享受するインカムゲイン（利息収入）から、信託報酬

等の経費や為替ヘッジコストを差し引いたものをベースに決定しました。なお、留保益の運用

については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第54期 

2021年９月29日～ 
2022年３月28日 

当期分配金 120  

(対基準価額比率) 1.535％ 

 当期の収益 120  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,769  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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－ 5 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年９月28日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） ベンチマークは、ICE BofA US High Yield, Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Index（円換算ベース）です。ベンチマークは、作成期首

（2021年９月28日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
基準価額は当作成期首の7,726円から当作成期末には7,878円となりました。 
 

・2021年12月に、新型コロナウイルスのオミクロン株は重症化リスクが低いとの調査結果など
を受けて、米景気への悪影響は限られるとの見方が広がったことなどから、ハイ・イールド・
ボンドの価格が上昇したこと 

・2022年１月に、FRB（米連邦準備制度理事会）による金融引き締めへの警戒感や、原油高を
きっかけにインフレ懸念が一段と強まり、米長期金利が高水準となったことなどから、ハ
イ・イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・２月～３月に、FRBが金融引き締めを急ぐとの見方が広がり、米長期金利が上昇したこと、
ウクライナ情勢の緊迫化を背景にリスク回避の動きが強まったことなどを受けて、ハイ・
イールド・ボンドの価格が下落したこと 

・円・ドルの為替相場推移   
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－ 6 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額（分配金込み）の騰落率は＋3.8％と

なり、ベンチマーク（ICE BofA US High Yield, 

Cash Pay, BB-B Rated, Constrained Index（円換

算ベース））の＋4.5％を0.7ポイント下回りまし

た。主な差異の要因は、BB格の銘柄選択効果が

マイナスに作用したことなどです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金は、投資している債券から享受するインカムゲイン（利息収入）から、信託報酬

等の経費を差し引いたものをベースに決定しました。なお、留保益の運用については、特に制

限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第54期 

2021年９月29日～ 
2022年３月28日 

当期分配金 140  

(対基準価額比率) 1.746％ 

 当期の収益 140  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,348  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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－ 7 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

○投資環境 

米国ハイ・イールド債券市場は、当作成期間では下落しました（トータルリターン・現地通

貨ベース）。新型コロナウイルスのオミクロン株の感染動向、FRBの金融政策、ウクライナ情

勢や原油価格の動向などに左右されました。 

為替市場は、2022年１月～３月にかけて、FOMC（米連邦公開市場委員会）で積極的に金融

引き締めを進めるとの観測が高まったことなどから、円安が進みました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ハイ・イールド ボンド オープンAコース］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位

に組み入れ、実質外貨建資産については為替ヘッジを活用し為替変動リスクの低減を図りま

した。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンBコース］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建資産については為替ヘッジを行ないませんでした。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］ 

・資産別組入比率 

主要投資対象である米国ハイ・イールド・ボンドを高位に組入れました。 

 

・信用格付け別組入比率 

信用格付け別組入比率を見ると、BBB格以上、BB格、B格、CCC格以下、無格付けの組入比

率は、当作成期末には2.0％、38.4％、52.4％、3.0％、0.6％としました。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

◎今後の運用方針 

［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］ 

・当ファンドでは個別発行体の信用力を調査・分析するボトムアップ・アプローチに基づいて

運用を行なっていきます。また、ハイ・イールド債券が持つ価格下落リスクをできる限り回

避しながら、高水準のインカムゲインやキャピタル・ゲイン（値上がり益）の獲得を目指す

方針です。 

 

・米国ハイ・イールド債券市場は、FRBの利上げに対する懸念や、ロシアのウクライナ侵攻な

どにより、不安定な推移となっています。一方で、引き続き投資適格級へ格上げされるハイ・

イールド発行体の増加が予想されることや、新型コロナウイルスの世界的流行の収束に伴

い、再び経済活動が活発化するという期待が高まるなど、ハイ・イールド市場が堅調に推移

することが予想されます。 

 

・個別銘柄の選択にはより一層慎重に対応していきますが、今後もキャッシュフロー（現金収

支）が安定的な企業や良好な収益見通しが期待できる企業を中心に投資を行なう方針です。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンAコース］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建資産については為替ヘッジを活用し為替変動リスクの低減を図る方針

です。 

 

［ハイ・イールド ボンド オープンBコース］ 

主要投資対象である［ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド］受益証券を高位に

組み入れ、実質外貨建資産については為替ヘッジを行なわない方針です。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 70  0.856  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (45)  (0.556)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (22)  (0.273)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 2   0.023   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.021)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 72   0.879    

期中の平均基準価額は、8,160円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.77％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 713 6,600 17,825 166,800 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 144,975 127,862 1,228,787 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 



品 名：90001_140159_140160_054_02_ハイ・イールド ボンド オープン A コース／B コース_909270.docx 

日 時：2022/4/21 9:42:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○投資信託財産の構成 (2022年３月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 1,228,787 96.5 

コール・ローン等、その他 44,277 3.5 

投資信託財産総額 1,273,064 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（30,723,395千円）の投資信託財産総額（31,036,935

千円）に対する比率は99.0％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝122.24円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,440,096,767   

 コール・ローン等 12,076,350   

 ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド(評価額) 1,228,787,945   

 未収入金 1,199,232,472   

(B) 負債 1,237,273,189   

 未払金 1,207,478,041   

 未払収益分配金 18,753,762   

 未払信託報酬 11,027,405   

 未払利息 1   

 その他未払費用 13,980   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,202,823,578   

 元本 1,562,813,523   

 次期繰越損益金 △  359,989,945   

(D) 受益権総口数 1,562,813,523口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,697円 
 

（注）期首元本額は1,601,640,902円、期中追加設定元本額は7,990,549

円、期中一部解約元本額は46,817,928円、１口当たり純資産額

は0.7697円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額75,270,271円。（ハイ・イール

ド ボンド オープンマザーファンド） 
 

○損益の状況 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,209   

 受取利息 3   

 支払利息 △      1,212   

(B) 有価証券売買損益 △ 63,216,564   

 売買益 73,618,269   

 売買損 △136,834,833   

(C) 信託報酬等 △ 11,044,385   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 74,262,158   

(E) 前期繰越損益金 △ 71,367,803   

(F) 追加信託差損益金 △195,606,222   

 (配当等相当額) (  392,089,733)  

 (売買損益相当額) (△587,695,955)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △341,236,183   

(H) 収益分配金 △ 18,753,762   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △359,989,945   

 追加信託差損益金 △195,606,222   

 (配当等相当額) (  392,117,751)  

 (売買損益相当額) (△587,723,973)  

 分配準備積立金 353,206,128   

 繰越損益金 △517,589,851   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

（注）分配金の計算過程（2021年９月29日～2022年３月28日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年９月29日～ 
2022年３月28日 

a. 配当等収益(経費控除後) 21,388,379円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 392,117,751円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 350,571,511円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 764,077,641円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,889円 

g. 分配金 18,753,762円 

h. 分配金(１万口当たり) 120円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 120円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 67  0.856  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (44)  (0.556)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (21)  (0.273)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 2   0.022   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.021)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 69   0.878    

期中の平均基準価額は、7,820円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.76％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 3,542 32,700 30,242 284,200 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 401,680 374,980 3,603,637 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年３月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド 3,603,637 96.1 

コール・ローン等、その他 145,978 3.9 

投資信託財産総額 3,749,615 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（30,723,395千円）の投資信託財産総額（31,036,935

千円）に対する比率は99.0％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝122.24円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,749,615,527   

 コール・ローン等 36,778,282   

 ハイ・イールド ボンド オープンマザーファンド(評価額) 3,603,637,245   

 未収入金 109,200,000   

(B) 負債 105,376,986   

 未払収益分配金 64,758,325   

 未払解約金 9,014,205   

 未払信託報酬 31,564,302   

 未払利息 4   

 その他未払費用 40,150   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,644,238,541   

 元本 4,625,594,679   

 次期繰越損益金 △  981,356,138   

(D) 受益権総口数 4,625,594,679口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,878円 
 

（注）期首元本額は 4,824,078,674 円、期中追加設定元本額は

66,406,997円、期中一部解約元本額は264,890,992円、１口当た

り純資産額は0.7878円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額75,270,271円。（ハイ・イール

ド ボンド オープンマザーファンド） 
 

○損益の状況 (2021年９月29日～2022年３月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        3,569   

 受取利息 12   

 支払利息 △        3,581   

(B) 有価証券売買損益 166,665,178   

 売買益 169,632,749   

 売買損 △    2,967,571   

(C) 信託報酬等 △   31,604,452   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 135,057,157   

(E) 前期繰越損益金 △  213,552,848   

(F) 追加信託差損益金 △  838,102,122   

 (配当等相当額) (    353,999,143)  

 (売買損益相当額) (△1,192,101,265)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  916,597,813   

(H) 収益分配金 △   64,758,325   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  981,356,138   

 追加信託差損益金 △  838,102,122   

 (配当等相当額) (    354,216,771)  

 (売買損益相当額) (△1,192,318,893)  

 分配準備積立金 269,694,167   

 繰越損益金 △  412,948,183   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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ハイ・イールド ボンド オープンAコース／Bコース
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（注）分配金の計算過程（2021年９月29日～2022年３月28日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年９月29日～ 
2022年３月28日 

a. 配当等収益(経費控除後) 74,032,946円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 354,216,771円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 260,419,546円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 688,669,263円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,488円 

g. 分配金 64,758,325円 

h. 分配金(１万口当たり) 140円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 140円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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